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「なんと素晴らしい所だろう /J 岡本はこんなに

素晴らしい所に来させてくれた矢代に、おネしと前

世の償いをしようとこの世に下りてきた。そして、

しきりに霊界通信を送った。が、岡本の姿が見え

ない矢代には、それが異常な現象にしか思えず、

罪の意識にも苛まれながら、とうとう自殺をして

しまった。

いかなる理由があっても自殺は地獄行きであ

る。おネしとお詫びをするつもりが、逆に親友を

地獄に送ってしまったのだ。岡本は、黄金柱に

乗って、真由美や天使たちと共に地獄ヘ向かった。

絶えられない寒さと、異常な匂いに包まれた地獄

は、狂暴な住人たちで溢れていた。やっとの思い

で矢代を助けだした岡本たちは、必死で逃げた。

が、遂に大男、大女たちから泥の海に追い詰めら

れてしまった-一。

と、女神の指差す花園には、ウェテ、イング・ドレス姿の妻、真由美(中原ひとみ)

が微笑んでいた。「ん駆け寄って抱き合う二人。周りには何十人もの天使たちが現わ

れ、二人を祝福してくれる。二人は回わりはじめ、真由美が岡本の体の中に吸い込ま

れて行く。すると回転は逆になり、いつのまにか岡本は30才(丹波義隆)に、真由美

も23才(土家里織)に若返って行った。

岡本はそこで、女神(ジ、ユテ、イ・オン

グ)から真犯人は矢代である事を教えら

れた。「あいつが… /J 女神は、岡本も前

世で矢代の妻を殺したのだという。これ

は「カルマの法則」といって仕方の無い

ことだという。

妻殺しの濡れぎぬを着せられて死刑に

なった岡本(丹波哲郎)は、幽体となっ

て、刑務所を出た。が、親友の弁護士矢

代(高橋幸治)も、妹の美香(南僚玲子)

も幽体の岡本に気付かない。自宅には自

分の祭壇までが。岡本はだんだん自分が

死んだんじゃないかと思い始めた。

そんな彼の前に、光り輝く黄金の柱に

乗った迎え人の天使たちが現われた。岡

本を乗せた黄金柱は、空を割って精霊界

ヘ。さらには月を越え、三途の川を渡り

霊界ヘ。そして見渡すかぎり銀色の天界

へと旅をする。

この世からあの世へ あの世からこの世へ そしてまたまたあの世ヘ

時空を越えた驚異のスケールとロマンで描く
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